
陶
淵
明
居
宅
考

中

尾

健
一
郎

 
陶
淵
明
は
尋
陽
贋
書
の
人
で
あ
る
。
そ
の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
「
飲
酒
」

其
の
五
に
、
「
菊
を
採
る
東
端
の
下
、
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
」
と
詠
わ
れ

る
よ
う
に
、
そ
の
住
ま
い
は
仁
山
を
眺
め
や
る
こ
と
の
で
き
る
土
地
に
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
長
ら
く
陶
淵
明
の
住
ま
い
が
ど
の
よ
う
な
場
所
で

あ
っ
た
か
に
つ
い
て
思
案
し
て
い
た
。
何
故
な
ら
周
知
の
よ
う
に
陶
淵
明
の
住

居
(
以
下
、
「
陶
宅
」
と
略
記
)
が
何
処
に
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
諸
説
が
あ
り
、
し
か
も
幾
度
か
転
居
し
て
い
る
た
め
、
陶
詩
に
詠
わ
れ
る
田

園
の
風
景
が
固
定
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
尋
陽
の
あ
ち
こ
ち
で
随
意

に
詠
わ
れ
た
も
の
な
の
か
さ
え
不
明
だ
か
ら
で
あ
る
。
極
端
に
言
う
な
ら
、
陶

淵
明
が
「
悠
然
と
南
山
を
見
」
た
の
は
、
か
り
そ
め
に
住
ん
だ
土
地
に
お
け
る

出
来
事
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
だ
。
言
う
ま
で
も
な
く
陶
幽
明
は
唐
宋
の
文

人
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
詩
人
で
あ
る
か
ら
、
墨
斑
が
作
ら
れ
た
主
要
な
場

所
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
意
義
の
無
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
近
年
、
上
田
武
氏
の
『
陶
淵
明
像
の
生
成
 
ど
の
よ
う
に
伝
記
は

 
 
 
 
 
 
ユ
 

作
ら
れ
た
か
』
が
上
梓
さ
れ
、
同
氏
に
よ
っ
て
先
行
す
る
諸
説
が
丁
寧
に
整
理

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
陶
宅
の
所
在
は
盧
山
北
麓
の
旧
尋
陽
柴
桑
県
城
(
江
西

省
九
江
市
の
皇
城
湖
)
付
近
で
あ
っ
た
と
の
共
通
理
解
が
得
ら
れ
た
よ
う
に
思

う
。
た
だ
い
ず
れ
に
せ
よ
、
陶
皇
女
が
彼
の
地
に
ど
れ
ほ
ど
の
期
間
住
ん
で
い

た
の
か
。
ま
た
そ
こ
は
倉
淵
明
の
主
要
な
居
住
地
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問

は
残
る
。
そ
こ
で
尋
陽
の
柴
桑
県
城
付
近
を
陶
宅
の
主
要
な
所
在
と
見
な
し
、

陶
淵
明
の
作
品
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
陶
宅
の
移
転
と
そ
の
事
情
及
び

陶
宅
周
辺
の
環
境
に
つ
い
て
考
察
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
陶
製
明
の
詩
文

は
、
南
宋
・
李
公
換
『
箋
注
陶
製
明
集
』
(
四
部
叢
刊
初
編
所
収
)
を
底
本
に

用
い
、
清
・
陶
管
注
、
戚
換
損
校
『
聖
節
先
生
集
』
(
中
華
書
局
香
港
分
局
、

一
九
七
三
年
)
等
の
諸
本
を
参
照
し
た
。
ま
た
陶
盲
撃
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、

特
に
断
ら
な
い
限
り
、
逮
欽
立
校
注
『
陶
淵
明
集
』
(
中
華
書
影
、
一
九
七
九

年
)
附
録
「
陶
砂
明
事
迩
詩
文
繋
年
」
(
以
下
、
「
詩
文
昔
年
」
と
略
記
)
に
拠

る
。
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陶
淵
明
居
宅
考言

置
に
お
け
る
「
東
園
」

 
陶
淵
明
の
住
ま
い
は
「
帰
園
田
居
」
其
の
一
に
「
隠
宅
十
余
畝
、
草
屋
八
九

間
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
邸
宅
の
敷
地
は
方
形
で
あ
り
、
広
さ
は
五
千
平
方

メ
ー
ト
ル
(
約
七
十
メ
ー
ト
ル
四
方
)
、
家
屋
は
九
室
を
備
え
て
い
た
と
見
ら

れ
る
。
ま
た
陶
詩
の
内
容
よ
り
、
庭
園
に
は
種
々
の
植
物
が
植
え
ら
れ
て
い
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
陶
宅
の
庭
園
に
植
え
ら
れ
た
松
と
菊
の
位
置
に
つ
い

て
は
、
あ
る
程
度
特
定
で
き
る
。

 
 
 
 
 
 
 
み
 
 
 
 
す
な
は

 
 
乃
ち
衡
宇
を
謄
て
、
載
ち
欣
び
載
ち
奔
る
、
億
僕
は
歓
び
迎
へ
、
稚
子
は

 
 
 
 
ま

 
 
門
に
候
つ
。
三
径
は
荒
に
就
き
、
松
菊
は
猶
ほ
存
す
。
幼
を
携
へ
て
室
に

 
 
入
れ
ば
、
酒
の
鱒
に
盈
つ
る
有
り
。
壷
膓
を
引
き
て
以
て
自
ら
酌
み
、
庭

 
 
 
 
み

 
 
梅
を
晒
て
以
て
顔
を
恰
す
。
南
窓
に
椅
り
て
以
て
傲
を
寄
せ
、
膝
を
容
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ま
び
ら
か

 
 
る
の
安
ん
じ
易
き
を
審
に
す
。
(
中
略
)
雲
は
心
無
く
し
て
以
て
軸
を
出

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ

 
 
で
、
鳥
は
飛
ぶ
こ
と
に
倦
み
て
還
る
を
知
る
。
景
は
騎
磐
と
し
て
以
て
将

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

 
 
に
入
ら
ん
と
し
、
孤
松
を
撫
で
て
盤
桓
す
。
 
 
 
 
(
「
帰
去
来
分
辞
」
)

 
「
帰
去
来
分
辞
」
は
、
義
煕
二
年
(
四
〇
六
)
陶
淵
明
が
彰
沢
県
令
を
辞
め

た
翌
年
、
尋
陽
の
柴
桑
に
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
引
用
し
た
の
は
、
陶
淵

明
が
彰
沢
よ
り
帰
宅
す
る
場
面
の
描
写
で
あ
る
。
「
三
径
」
は
隠
者
の
通
る
道
、

「
松
菊
」
は
「
飲
酒
」
其
の
八
に
「
青
松
 
東
園
に
在
り
、
(
中
略
)
独
樹
 
衆

乃
ち
奇
と
す
」
と
詠
わ
れ
る
松
、
及
び
「
飲
酒
」
其
の
五
に
「
菊
を
採
る
東
籠

の
下
」
と
詠
わ
れ
る
菊
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
「
孤
松
を
撫
で
て
盤
桓
す
」
と
い

う
句
か
ら
、
陶
淵
明
の
愛
で
た
松
は
「
東
園
」
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。
こ
こ
で
登
場
す
る
陶
宅
の
「
東
」
側
の
風
景
は
、
単
に
方
位
だ
け
を
詠
う

も
の
で
は
な
い
。
石
川
忠
久
氏
は
、
「
飲
酒
」
其
の
五
と
其
の
七
を
始
め
と
す

る
「
東
」
の
語
に
は
「
俗
世
を
離
れ
て
静
か
に
寛
ぐ
場
」
の
意
が
含
ま
れ
る
と

 
 
 
 
 
る
 

指
摘
す
る
が
、
現
実
に
自
宅
と
そ
の
周
辺
を
詠
っ
た
陶
淵
明
の
作
品
の
う
ち
、

「
東
」
の
用
例
は
九
例
見
ら
れ
、
左
記
の
よ
う
に
他
の
方
位
に
比
べ
る
と
そ
の

用
例
は
甚
だ
多
い
。

 
 
 
、
［
東
］
…
九
例

 
 
静
寄
東
軒
(
「
停
雲
」
)

 
 
聞
飲
東
窓
(
「
畳
屋
」
)

 
 
東
園
之
樹
(
「
空
曹
」
)

 
 
薄
言
東
郊
(
「
時
運
」
)

 
 
獄
力
東
林
隈
(
「
丙
辰
歳
八
月
中
、
無
下
漢
田
舎
穫
」
)

 
 
採
菊
東
三
下
(
「
飲
酒
」
其
五
)

 
 
囎
傲
東
軒
下
(
「
飲
酒
」
其
七
)

 
 
青
松
在
東
園
(
「
飲
酒
」
其
八
)

 
 
登
東
皐
以
鎌
囎
(
「
帰
去
来
分
辞
」
)

 
 
 
［
南
］
…
六
例

 
 
開
荒
南
野
際
(
「
帰
園
田
居
」
其
一
)

 
 
面
様
阿
南
疇
(
「
言
意
書
伝
」
)

 
 
在
昔
聞
南
至
(
「
癸
卯
歳
始
春
、
懐
古
田
舎
」
)

 
 
南
圃
語
誌
秀
(
「
樋
受
士
」
其
二
)
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歩
容
与
於
南
林
(
「
閑
情
賦
」
)

 
 
碕
南
窓
以
寄
傲
(
「
帰
去
来
分
辞
」
)

 
 
 
［
北
］
…
四
例

 
 
新
葵
謬
北
鵬
(
「
酬
劉
柴
桑
」
)

 
 
北
林
栄
且
豊
(
「
五
月
旦
作
、
和
戴
主
簿
」
)

 
 
北
窓
下
臥
(
「
与
子
假
等
量
」
)

 
 
枯
条
盈
北
園
(
「
詠
貧
士
」
其
二
)

 
 
 
［
西
］
…
四
例

 
 
摯
杖
還
西
盧
(
「
和
劉
柴
桑
」
)

 
 
流
目
視
西
園
(
「
和
胡
西
曹
、
示
盗
賊
曹
」
)

 
 
景
落
西
軒
(
「
閑
黒
潮
」
)

 
 
将
有
事
於
西
疇
(
「
帰
去
来
黒
影
」
)

 
右
に
挙
げ
た
東
に
ま
つ
わ
る
詩
句
は
、
「
詩
文
繋
年
」
に
拠
れ
ば
、
「
和
劉
柴

桑
」
「
面
懸
遷
客
」
「
丙
辰
歳
八
月
中
於
下
潮
田
舎
穫
」
を
除
き
、
す
べ
て
陶
淵

明
の
三
十
九
歳
か
ら
四
十
二
歳
ま
で
の
時
期
(
元
興
二
年
～
義
煕
二
年
)
、
陶

宅
が
柴
桑
に
あ
っ
た
頃
の
作
で
あ
る
。

 
こ
う
し
て
見
る
と
、
陶
聖
明
は
耳
茸
と
そ
の
周
辺
で
は
、
確
か
に
東
の
方
位

を
好
ん
で
詩
に
詠
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
案
ず
る
に
、
陶
淵
明
が
「
東
」
を
好

む
の
は
、
自
邸
に
設
け
ら
れ
た
「
東
園
」
こ
そ
が
彼
の
こ
よ
な
く
愛
し
た
「
依

依
(
し
た
わ
し
い
)
た
る
場
所
」
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

 
 
栖
栖
失
群
鳥
 
 
栖
栖
た
り
 
群
れ
を
失
へ
る
鳥

 
 
日
暮
贋
書
飛
 
 
日
暮
れ
て
猶
ほ
独
り
飛
ぶ

陶
淵
明
居
宅
考

俳
徊
無
定
止

夜
夜
声
転
悲

属
響
思
清
遠

去
来
何
依
依

自
値
孤
生
松

敏
翻
遥
来
帰

勤
風
無
栄
木

此
蔭
独
不
衰

託
身
已
得
所

千
載
不
相
違

 
清
の
丘
嘉
穂
は
こ
の
詩
に
つ
い
て
、

任
し
た
陶
淵
明
の
喩
え
で
あ
り
、
 
 
 
 
 
 
「
貫
生
の
松
」

は
、
陶
引
明
が
隠
遁
し
て
田
園
を
守
る
こ
と
の
喩
え
で
あ
る
と
述
べ
る
。

り
、
官
界
に
馴
染
め
な
い
陶
墨
田
が
、
郷
里
に
落
ち
着
い
た
こ
と
の
喩
え
で
あ

る
と
す
る
。
陶
宅
に
お
け
る
「
孤
生
の
松
」
の
所
在
は
「
東
園
」
で
あ
る
。
そ

こ
は
俗
世
を
離
れ
た
陶
宅
の
中
で
も
、
殊
に
脱
俗
性
を
象
徴
す
る
場
所
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
陶
淵
明
は
此
の
場
所
を
愛
し
た
と
見
え
る
。
こ

の
詩
に
続
く
「
飲
酒
」
其
の
五
も
、
そ
の
舞
台
は
「
東
園
」
で
あ
る
。

俳
徊
 
定
止
無
く

 
 
 
 
 
う
た

夜
夜
 
声
 
転
た
悲
し

属
響
清
遠
を
思
ひ

去
来
 
何
ぞ
依
依
た
る

 
 
 
 
 
 
 
あ

自
ら
孤
生
の
松
に
値
ひ

翻
を
敏
め
て
遥
か
に
来
た
り
帰
る

勤
風
に
栄
木
無
く

此
の
蔭
独
り
衰
へ
ず

身
を
託
す
る
に
已
に
所
を
得
た
り

 
 
 
 
 
さ

千
載
 
相
ひ
違
ら
ず

 
 
 
 
 
 
「
群
を
失
へ
る
鳥
」

 
 
 
 
ま
た
こ
の
鳥
が

二
 
陶
宅
が
柴
桑
に
あ
っ
た
時
期

(「

�
�
v
其
四
)

は
彰
沢
県
令
を
辞

 
 
に
留
ま
る
の

 
 
(
注
5
)

 
 
 
 
 
つ
ま

「
飲
酒
」
二
十
首
が
作
ら
れ
た
当
時
、
陶
淵
明
の
住
ま
い
が
淵
源
柴
桑
県
城
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陶
淵
明
居
宅
考

の
ど
の
辺
り
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
虎
雄
氏
が
次
の
詩
の
解
説
に
お

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
て
、
陶
宅
は
転
院
観
世
の
南
端
附
近
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。

結
盧
在
人
境

而
無
灯
馬
喧

問
君
何
能
重

心
遠
地
自
動

採
菊
東
直
下

悠
然
飯
南
山

山
気
日
夕
佳

飛
鳥
相
与
還

此
中
有
真
意

欲
弁
已
忘
言

 
有
名
な
詩
で
あ
る
た
め
、

第
六
句
に
つ
い
て
は
、

宅
の
位
置
を
盧
山
の
北
麓
に
求
め
る
説
の
外
に
、

に
は
西
南
麓
の
楚
城
と
栗
里
)

に
陶
宅
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

れ
ば
、
矛
盾
は
無
い
が
、

じ
る
。
・
何
故
な
ら
、

入
っ
た
」
と
解
釈
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

 
盧
を
結
び
て
人
境
に
在
り

 
 
 
 
 
 
か
ま
び
す

 
而
し
て
車
馬
の
喧
し
き
無
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
か

 
君
に
問
ふ
 
何
ぞ
能
く
爾
る
と

心
遠
け
れ
ば
 
地
炉
ら
偏
な
り

菊
を
採
る
 
東
籠
の
下

悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る

山
気
 
日
夕
に
佳
く

 
 
 
 
 
 
と
も

飛
鳥
 
相
ひ
与
に
還
る

此
の
中
に
真
意
有
り

弁
ぜ
ん
と
欲
し
て
 
已
に
言
を
忘
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
「
飲
酒
」
其
の
五
)

 
 
 
特
に
解
説
の
必
要
は
な
い
と
思
う
が
、
第
五
句
・

若
干
ふ
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
陶

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
れ
を
三
山
の
南
辻
(
正
確

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
 

 
 
 
 
に
求
め
る
説
も
あ
る
が
、
か
り
に
精
血
の
南
麓

 
 
 
 
 
 
「
東
擁
」
の
東
に
「
南
山
」
(
盧
山
)
が

方
角
に
関
わ
り
な
く
鷹
山
を
「
南
山
」
と
呼
ん
だ
と
す

 
 
「
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
」
の
解
釈
に
矛
盾
が
生

こ
の
句
は
通
常
、
「
意
図
せ
ず
し
て
盧
山
の
山
容
が
目
に

 
 
 
 
 
(
注
8
)

 
 
 
 
 
 
 
垣
根
を
挟
ん
で
自
宅
の
真
向
か
い
に

鷹
山
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
意
識
せ
ず
と
も
鷹
山
が
見
え
る
こ
と
は
自
明
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
陶
宅
の
位
置
を
盧
山
北
麓
に
求
め
た
な
ら
ば
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
小
論
の
冒
頭
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
陶
宅
が
現
在
の
寳
上
湖

附
近
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
岩
山
の
方
角
は
彼
の
地
の
東
南
方
向
に
あ
た
る
。

そ
の
場
合
、
陶
淵
明
は
「
東
籠
」
を
挟
ん
で
真
東
を
見
た
の
で
は
な
く
、
斜
め

向
こ
う
の
東
南
方
向
に
盧
山
を
見
た
こ
と
に
な
る
。
陶
淵
明
が
東
の
垣
根
越
し

に
東
南
の
方
向
を
見
や
る
と
、
そ
こ
に
た
ま
た
ま
鷹
山
が
見
え
た
。
こ
の
よ
う

に
解
釈
し
た
な
ら
ば
、
陶
宅
の
位
置
と
し
て
は
、
盧
山
北
麓
の
方
が
盧
山
南
麓

よ
り
も
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
で
あ
ろ
う
。

 
そ
れ
で
は
、
陶
淵
明
が
柴
桑
県
境
に
盧
を
結
び
、
隠
遁
生
活
を
過
ご
し
た
時

期
は
何
時
頃
で
あ
ろ
う
か
。
陶
淵
明
の
故
里
が
複
数
唱
え
ら
れ
る
の
も
、
「
移

居
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
彼
が
複
数
の
土
地
に
居
住
し
た
こ
と
に
よ
る
。
し

た
が
っ
て
、
陶
宅
の
有
り
様
を
考
え
る
上
で
は
、
陶
詩
に
詠
わ
れ
る
住
ま
い
の

情
景
が
、
い
ず
れ
の
土
地
の
も
の
で
あ
る
か
を
あ
る
程
度
特
定
す
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
す
べ
き
こ
と
は
、
陶
淵
明
が
柴
困
乏
城
に
住
ま

な
か
っ
た
時
期
が
、
一
体
何
時
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
陶
淵

明
の
出
仕
の
時
期
を
提
示
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

 
 
○
太
元
十
八
年
(
三
九
三
)
 
 
二
十
九
歳

○
隆
安
三
年
(
三
九
九
)

○
元
興
三
年
(
四
〇
四
)

○
義
煕
元
年
(
四
〇
五
)

○
同
 
 
年

三
十
五
歳

四
十
歳

四
十
一
歳

同
 
 
右

江
州
祭
酒

桓
玄
の
幕
僚

劉
裕
幕
下
 
鎮
軍
参
軍

慮
敬
宣
幕
下
 
建
威
参
軍

彰
沢
県
令
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陶
霜
雪
は
、
青
馬
の
幕
下
に
仕
え
た
三
年
間
を
除
け
ば
、
す
べ
て
短
期
間
で

辞
職
し
て
お
り
、
十
二
年
の
間
に
出
仕
と
引
退
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
の
期

間
に
、
特
に
移
居
を
ほ
の
め
か
す
作
品
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
の
時
期
、
陶

宅
は
柴
桑
県
南
に
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。

 
次
に
柴
桑
県
城
以
外
に
住
ま
い
を
構
え
た
時
期
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
「
詩

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
繋
止
」
に
拠
る
と
、
陶
淵
明
が
柴
桑
県
城
南
郊
の
南
村
に
移
っ
た
時
期
は
義

 
 
 
 
 

煕
七
年
(
四
＝
)
、
南
村
よ
り
旧
居
に
戻
っ
た
時
期
は
義
煕
十
年
(
四
一
四
)

で
あ
る
。

 
明
言
こ
そ
な
い
も
の
の
、
「
詩
文
繋
筋
」
を
見
る
限
り
逮
欽
立
氏
は
、
「
還
旧

居
」
の
第
二
句
「
思
潮
 
去
り
て
還
た
帰
る
」
の
起
点
を
義
煕
四
年
(
四
〇

八
)
に
求
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
義
煕
四
年
か
ら
六
年
を
数
え
れ

ば
、
義
煕
十
年
と
な
る
。
筆
者
は
こ
の
六
年
間
が
、
陶
雄
心
が
柴
桑
古
城
の
外

に
移
り
住
ん
だ
時
期
で
あ
る
と
考
え
る
。

 
転
居
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
事
件
は
、
陶
宅
の
失
火
で
あ
る
。
義
煕
四
年
に

作
ら
れ
た
「
戊
申
歳
六
月
中
、
聖
火
」
に
は
、
柴
桑
築
城
の
陶
宅
が
火
事
に

遭
っ
た
た
め
に
、
陶
習
々
は
自
宅
の
門
前
に
あ
る
舟
中
に
寝
泊
ま
り
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
こ
と
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
陶
冶
明
は
火
事
で
焼
け
出
さ
れ
た
義
煕
四

年
に
旧
宅
を
離
れ
、
別
の
土
地
つ
ま
り
義
煕
五
年
に
作
ら
れ
た
「
和
劉
柴
門
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
 

に
見
え
る
「
西
盧
」
に
移
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
実
際
に
「
和
劉
柴
桑
」
に
は
、

「
茅
茨
 
已
に
治
に
就
く
」
と
、
茅
と
茨
で
屋
根
を
葺
い
た
と
の
記
述
が
見
え
、

ま
た
義
煕
二
年
(
四
〇
六
)
の
作
で
あ
る
「
帰
去
来
強
弩
」
に
は
「
農
人
余

に
告
ぐ
る
に
春
に
及
べ
る
を
以
て
し
、
将
に
西
疇
に
事
有
ら
ん
と
す
」
と
、

陶
淵
明
居
宅
考

「
西
の
耕
地
」
(
西
疇
)
の
存
在
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
陶
宅
の
西
方

に
耕
地
が
有
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
陶
器
明
は
義
煕
四
年
の
失
火
以

後
、
義
煕
七
年
に
南
村
に
移
督
す
る
ま
で
の
間
、
柴
誌
面
城
の
隠
宅
の
西
方
の

耕
地
に
あ
っ
た
「
西
盧
」
に
居
住
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
そ
う
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
新
た
な
疑
問
が
起
こ
る
。
そ
れ
は
、

陶
淵
明
は
何
の
為
に
三
年
あ
ま
り
を
西
盧
で
過
ご
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
自
宅
の
全
焼
と
い
う
事
件
の
外

に
、
尋
陽
を
取
り
巻
く
政
治
情
勢
の
変
化
が
考
え
ら
れ
る
。

 
『
資
治
愚
生
』
を
繕
く
と
、
義
煕
六
年
に
広
州
刺
史
累
計
が
反
乱
を
起
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 

し
、
一
年
も
の
間
、
湯
屋
が
戦
乱
の
巷
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
曲

淵
明
が
義
煕
四
年
の
出
火
後
、
旧
居
に
戻
ら
な
か
っ
た
の
は
、
盧
循
の
乱
を
避

け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
義
煕
七
年
に
移
幽
し
た
の

は
、
従
来
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
尋
陽
の
南
郊
に
住
む
官
僚
達
と
交
流
を
持

 
 
 
お
 

つ
こ
と
の
外
に
、
乱
後
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

 
こ
の
当
時
、
反
乱
軍
に
席
巻
さ
れ
た
尋
陽
が
如
何
な
る
土
地
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
た
か
は
、
こ
の
地
を
攻
略
し
た
盧
循
の
言
葉
よ
り
窺
わ
れ
る
。

 
 
盧
循
、
費
し
て
諸
県
を
掠
め
得
る
所
無
し
。
徐
道
覆
に
謂
ひ
て
曰
く
、
師

 
 
老
い
た
り
。
尋
陽
に
還
り
、
併
せ
て
蛍
雪
を
力
心
し
、
天
下
の
三
分
の
二

 
 
 
 
 
お
も
む
ろ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぬ
 

 
 
を
拠
し
、
徐
に
更
に
建
康
と
衡
を
争
ふ
に
如
か
ざ
る
の
み
、
と
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
『
資
治
夕
蝉
」
巻
一
百
十
五
)

 
盧
循
は
盟
友
で
あ
る
徐
道
覆
に
対
し
て
、
既
に
領
有
し
て
い
る
尋
陽
に
加
え

て
荊
州
(
江
陵
)
を
攻
め
取
れ
ば
、
天
下
の
三
分
の
二
を
占
拠
し
た
こ
と
に
な
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陶
淵
明
居
宅
考

る
の
で
、
こ
の
両
地
を
固
め
て
か
ら
、
首
都
建
康
の
東
晋
政
権
と
対
峙
し
よ

う
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
語
に
よ
り
、
陶
日
明
の
住
む
尋
陽
は
単
な
る
地
方

都
市
で
は
な
く
、
当
時
の
二
大
都
市
で
あ
る
東
の
建
康
、
西
の
江
陵
と
並
ぶ
、

天
下
の
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
陶
魚
島
が
住
ん
だ
の
は
、
町
は
ず
れ

で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
柴
桑
鼠
色
そ
の
も
の
は
、
繁
華
な
都
会
だ
っ
た
の
で
あ

 
 
あ
 

る
。
六
年
も
の
間
、
旧
居
か
ら
離
れ
た
陶
直
明
は
、
お
そ
ら
く
反
乱
軍
が
鎮
圧

さ
れ
、
都
市
と
し
て
の
秩
序
が
回
復
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
鑑
み
て
、
再
び
柴

桑
県
城
に
戻
る
気
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
 
旧
宅
へ
の
帰
還

 
次
の
詩
は
、
義
煕
十
年

れ
た
も
の
で
あ
る
。

疇
昔
家
上
京

六
載
去
野
帰

今
日
唐
言
来

側
愴
多
所
悲

肝
階
不
移
旧

邑
屋
或
時
世

履
歴
周
蟄
居

隣
老
罫
書
遺

歩
歩
尋
往
 

(
四
一
四
)
旧
居
に
戻
っ
た
妻
屋
明
の
感
慨
が
詠
ま

歩隣履邑書影今六疇
歩老歴屋陪愴日戸昔

上
京
に
聾
し

去
り
て
還
た
帰
る

始
め
て
復
た
来
た
り

悲
し
む
所
多
し

旧
を
移
さ
ざ
る
も

或
ひ
は
時
に
非
な
り

故
居
を
周
り

竿
に
復
た
遺
る

往
 
を
尋
ね

有
処
特
権
依

流
血
百
年
中

寒
暑
日
計
推

常
山
大
化
尽

気
力
不
及
衰

接
置
且
落
丁

一
穴
珈
可
揮

 
 
た

処
に
特
だ
依
依
た
る
有
り

流
幻
 
百
年
の
中

寒
暑
 
日
び
相
ひ
推
す

常
に
恐
る
 
大
化
の
尽
き
て

気
力
の
衰
に
及
ば
ざ
る
を

並
置
し
 
煙
く
念
ふ
な
か
れ

一
過
 
柳
か
揮
ふ
べ
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
「
還
旧
居
」
)

 
詩
の
大
意
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
以
前
、
「
上
京
」
に
家
を
構
え
て
い
た
が
、

そ
こ
を
去
っ
て
六
年
後
に
戻
っ
て
き
た
。
帰
っ
て
み
る
と
悲
し
み
が
胸
中
に
満

ち
る
。
村
の
通
り
は
昔
の
ま
ま
だ
が
、
建
物
は
旧
を
保
っ
て
い
な
い
。
旧
宅
の

周
囲
を
回
る
と
、
隣
家
の
老
人
は
殆
ど
い
な
い
。
た
だ
馴
染
み
の
土
地
を
尋
ね

歩
く
と
、
慕
わ
し
い
場
所
が
昔
の
ま
ま
で
残
っ
て
い
た
。
幻
の
よ
う
な
人
生
に

お
い
て
、
季
節
の
交
代
が
時
の
流
れ
を
推
し
進
め
る
。
万
物
を
変
え
て
し
ま
う

大
き
な
力
の
働
き
に
よ
っ
て
、
自
身
の
気
力
が
五
十
歳
と
い
う
年
齢
に
及
ぼ
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 

い
の
で
は
な
い
か
と
憂
う
気
持
ち
が
起
こ
る
。
し
ば
ら
く
捨
て
置
い
て
深
く
は

考
え
ま
い
。
取
り
も
直
さ
ず
こ
の
一
杯
の
酒
を
飲
み
干
す
と
し
よ
う
。

 
嘗
て
こ
よ
な
く
愛
し
た
旧
居
の
周
囲
は
、
通
り
は
以
前
の
ま
ま
だ
が
、
旧
来

の
人
家
は
失
せ
、
か
つ
て
の
隣
人
た
ち
は
殆
ど
い
な
い
、
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
叙
述
は
戦
乱
の
た
め
苦
難
に
遭
遇
し
た
人
々
の
姿
を
窺
わ
せ
る
。

 
例
え
ば
、
「
側
愴
」
の
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
陸
機
の
「
鳥
指
車
馬
客
行
」

(『

ｶ
選
』
巻
二
十
八
)
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
陸
機
は
、
「
邦
族
の
間
を
借
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問
す
る
に
、
側
愴
と
し
て
存
亡
を
論
ず
。
」
と
詠
う
。
こ
の
楽
府
は
、
故
国
呉

が
滅
亡
し
た
後
、
敵
国
に
仕
え
た
陸
機
の
体
験
を
多
分
に
踏
ま
え
た
も
の
と
見

ら
れ
る
が
、
陶
淵
明
が
こ
の
語
を
用
い
る
の
も
、
軍
隊
に
揉
躍
さ
れ
、
荒
廃
し

て
い
た
故
地
に
対
し
て
感
慨
を
も
よ
お
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
盧
循

の
反
乱
が
平
定
さ
れ
た
後
に
江
州
刺
史
劉
毅
は
、
当
時
の
尋
陽
の
民
衆
の
疲

弊
・
混
乱
ぶ
り
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 
 
さ
き
ご
ろ
よ
 
 
 
 
 
 
し
ば

 
 
頃
 
自
り
戎
車
若
し
ば
駕
し
、
干
父
境
に
逼
る
。
江
州
は
一
隅
の
地
を
以

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
こ
た
 
 
 
 
し
か

 
 
て
、
逆
順
の
衝
に
当
た
る
。
力
弱
く
民
需
り
、
誉
れ
ど
も
器
運
り
継
ぐ
所

 
 
 
 
 
 
 
よ

 
 
な
り
。
妊
婦
採
り
以
来
、
駆
歴
・
残
殿
せ
ら
れ
、
男
は
養
を
被
ら
ず
、
女

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
 
 
 
 
 
 
つ

 
 
は
対
匹
無
く
、
逃
亡
・
去
就
、
幽
艶
を
避
け
ず
、
自
ら
野
合
き
目
端
く
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 
た
 
 
レ
 

 
 
に
非
ず
、
以
て
此
に
至
る
無
き
に
至
繁
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
『
多
書
』
巻
五
十
二
庚
悦
伝
所
引
 
劉
毅
「
表
」
)

 
こ
の
上
奏
文
に
は
、
天
下
の
要
衝
で
あ
る
江
州
は
、
こ
の
度
の
受
賞
の
乱
に

よ
っ
て
戦
乱
の
巷
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
桓
玄
の
乱
に
よ
り
、
民
衆
は

納
税
・
用
役
に
よ
り
追
い
立
て
ら
れ
、
男
は
扶
養
さ
れ
ず
、
女
は
嫁
に
も
行
け

な
い
た
め
、
官
吏
の
手
の
及
ば
な
い
奥
地
へ
と
逃
れ
隠
れ
る
有
り
様
だ
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
陶
淵
明
が
故
地
に
戻
っ
た
時
に
旧
知
の
人
が
稀
で
あ
っ
た
の

は
、
こ
う
し
た
厳
し
い
社
会
状
勢
の
名
残
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
し
か
し
な
が
ら
、
周
囲
の
環
境
は
変
わ
っ
て
も
、
旧
居
に
は
変
わ
る
こ
と
な

く
、
ま
だ
「
依
依
た
る
」
処
が
残
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
前

に
見
た
「
飲
酒
」
其
の
四
で
あ
る
。
陶
芸
明
自
身
の
比
喩
で
あ
る
鳥
に
と
っ
て

「
依
依
」
た
る
場
所
は
、
「
孤
生
の
松
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
柴
山
県
城
の
陶
宅
で

陶
淵
明
居
宅
考

あ
っ
た
。
今
、
そ
の
陶
宅
に
帰
っ
た
陶
淵
明
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
群
れ
を
は
ぐ

れ
た
鳥
が
ポ
ツ
ン
と
残
さ
れ
た
松
に
た
ど
り
着
い
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
か
。
そ
し
て
陶
宅
に
お
け
る
「
依
依
た
る
」
場
所
は
、
「
飲
酒
」
其
の
四
の

イ
メ
ー
ジ
が
詠
わ
れ
た
「
東
園
」
で
は
な
か
っ
た
か
。
何
故
な
ら
「
失
群
の

鳥
」
に
と
っ
て
慕
わ
し
い
場
所
が
「
側
生
の
松
」
で
あ
れ
ば
、
立
派
明
の
旧
居

に
お
け
る
そ
れ
は
東
園
し
か
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

 
そ
れ
で
は
そ
の
後
の
陶
宅
は
、
ど
の
よ
う
な
停
ま
い
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
五
十
歳
以
降
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る
陶
淵
明
の
詩
文
に
、
陶

宅
と
そ
の
庭
園
を
具
体
的
に
表
現
す
る
も
の
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
義
煕
十

一
年
(
四
一
五
)
に
作
ら
れ
た
「
与
子
鶴
甲
疏
」
か
ら
、
陶
宅
が
以
前
の
よ
う

に
自
然
豊
か
な
環
境
に
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま

 
 
樹
木
の
蔭
を
交
へ
、
時
鳥
の
声
を
変
ず
る
を
見
れ
ば
、
亦
復
た
歓
然
と
し

 
 
て
喜
び
有
り
。
常
に
言
ふ
、
五
六
月
中
、
北
窓
の
下
に
臥
し
、
涼
風
の
暫

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
 

 
 
く
至
る
に
遇
へ
ば
、
自
ら
謂
へ
ら
く
是
れ
義
皇
上
の
人
か
、
と
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
「
与
子
綴
等
疏
」
)

 
ま
た
、
次
に
掲
げ
る
詩
よ
り
、
陶
淵
明
の
晩
年
に
お
い
て
も
陶
宅
が
嘗
て

「
帰
園
田
居
」
五
首
や
「
飲
酒
」
二
十
首
に
描
か
れ
た
よ
う
に
、
詩
人
を
楽
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
せ
る
、
慕
う
べ
き
空
間
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

 
 
孟
夏
草
木
長
 
 
孟
夏
 
草
木
長
じ

 
 
富
屋
樹
扶
疏
 
 
屋
を
与
り
 
樹
は
斜
高
た
り

 
 
衆
鳥
欣
官
長
 
 
衆
鳥
は
託
す
る
有
る
を
欣
び

 
 
吾
幽
思
吾
盧
 
 
吾
も
亦
た
吾
が
鷹
を
愛
す
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(
中
略
)

歓
然
酌
春
酒

摘
我
集
中
疏

微
雨
従
東
来

好
望
与
之
倶

 
(
以
下
略
)

歓
然
と
し
て
春
酒
を
酌
み

我
が
身
中
の
疏
を
摘
む

 
 
 
 
よ

微
雨
 
東
労
り
来
た
り

芸
風
 
之
れ
と
倶
に
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
「
読
山
海
経
詩
」
其
の
一
)

 
初
夏
に
植
物
が
生
い
茂
り
、
家
の
周
り
を
木
々
が
取
り
囲
む
。
鳥
が
行
き
交

い
、
好
風
が
そ
よ
吹
く
。
こ
の
よ
う
な
環
境
は
、
前
に
見
た
「
与
子
假
等
疏
」

と
同
様
に
陶
淵
明
を
喜
ば
せ
、
「
歓
然
」
た
る
気
分
に
ひ
た
ら
せ
る
も
の
で
あ

る
。
陶
淵
明
は
旧
居
へ
と
帰
っ
た
後
に
も
、
乱
坐
以
前
と
同
様
に
自
身
が
好
ま

し
く
思
う
空
間
を
再
構
築
し
、
「
吾
が
底
」
を
愛
す
る
生
活
を
営
み
続
け
た
の

で
あ
る
。

 
 
 
お
わ
り
に

 
以
上
、
陶
淵
明
の
住
ま
い
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
。
小
論
で
ふ
れ
た
陶
透

明
の
「
飲
酒
」
其
の
五
は
、
後
世
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
が
、
最
後

に
そ
の
第
六
句
目
、
「
悠
然
見
南
山
」
の
第
三
字
の
異
同
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お

き
た
い
。
近
年
、
田
暁
菲
氏
に
よ
っ
て
、
「
見
」
字
は
「
望
」
字
に
作
る
べ
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
あ
り
、
「
見
」
字
は
蘇
載
の
捏
造
で
あ
る
と
の
説
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
確

か
に
唐
人
が
「
飲
酒
」
其
の
五
を
踏
ま
え
た
と
見
ら
れ
る
詩
に
は
、
両
氏
が
述

べ
る
よ
う
に
「
見
」
字
を
「
望
」
字
に
作
っ
た
抄
本
を
閲
覧
し
た
と
覚
し
き
も

の
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
飲
酒
」
其
の
五
の
「
見
」
字
が
、
高
層
の
捏
造
に
よ

る
も
の
と
す
る
見
解
に
は
首
肯
し
難
い
。
案
ず
る
に
唐
代
に
は
、
通
行
す
る

『
陶
淵
明
集
』
の
よ
う
に
「
見
」
字
を
用
い
た
も
の
と
、
『
文
選
』
の
よ
う
に

「
望
」
字
を
用
い
た
も
の
の
両
方
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
例
え
ば
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
白
居
易
の
「
敷
陶
公
明
体
」
其
の
九

の
「
時
傾
一
尊
酒
、
坐
望
東
南
山
」
の
二
句
を
見
れ
ば
、
彼
が
見
た
「
飲
酒
」

其
の
五
は
、
「
望
」
字
を
用
い
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
だ
が
、
次
に
挙
げ
る

銭
起
の
詩
を
見
れ
ば
、
彼
が
見
た
「
飲
酒
」
其
の
五
は
「
見
」
字
に
作
っ
て
い

た
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
視
さ
れ
る
。

 
 
乱
水
東
流
落
照
時
 
 
乱
水
 
東
流
す
 
落
忌
の
時

 
 
黄
花
満
径
客
行
遅
 
 
黄
花
 
径
に
満
ち
 
言
行
遅
し

 
 
林
端
忽
見
南
山
色
 
 
林
端
に
忽
ち
見
る
 
南
山
の
色

 
 
馬
上
還
吟
陶
令
詩
 
 
馬
上
に
還
た
吟
ず
 
陶
令
(
陶
淵
明
)
の
詩

 
 
 
 
 
 
 
 
(
銭
起
「
晩
過
横
溺
、
寄
張
藍
田
」
『
銭
考
画
集
』
巻
十
)

 
さ
ら
に
言
え
ば
、
「
見
」
字
を
蘇
輯
の
捏
造
で
あ
る
と
見
な
す
の
も
果
断
に

過
ぎ
よ
う
。
何
故
な
ら
我
々
は
、
蘇
載
以
前
に
も
陶
砂
明
を
仰
慕
し
た
上
代
の

士
大
夫
が
お
り
、
「
悠
然
見
南
山
」
と
書
か
れ
た
「
飲
酒
」
其
の
五
に
基
づ
い

て
詩
を
作
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

 
 
吾
愛
陶
管
明
 
 
吾
は
愛
す
 
陶
淵
明

 
 
払
衣
戸
長
往
 
 
衣
を
払
ひ
て
遂
に
長
短
す

 
 
手
民
団
主
命
 
 
手
は
梁
主
の
命
を
辞
す
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犠
牛
尾
金
器

愛
君
心
葉
忘

居
山
神
可
養

軽
挙
向
千
齢

高
風
猶
尚
想

 
 
(
司
馬
光
「
独
楽
園
七
題
・
見
山
台
」

 
司
馬
光
(
一
〇
一
九
～
一
〇
八
八
)

の
編
者
で
あ
る
。
右
の
詩
は
、

編
纂
し
て
い
た
時
の
作
で
あ
り
、

光
の
「
独
楽
園
」
に
造
成
さ
れ
た
高
台
で
あ
る
。

「
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
」

を
や
り
な
が
ら
、
黒
山
を
仰
ぎ
見
る
三
幅
明
の
姿
を
思
い
描
い
た
の
で
あ
る
。

蘇
転
が
「
望
」
字
を
非
と
し
、
「
見
」
字
を
是
と
し
た
の
は
、
決
し
て
彼
の
独

断
で
も
捏
造
で
も
な
い
。
北
宋
時
代
の
士
大
夫
達
に
よ
っ
て
、
悠
然
と
盧
山
を

仰
ぎ
見
る
陶
淵
明
の
イ
メ
ー
ジ
は
共
有
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

注
(
1
)

(
2
)

(
3
)

犠
牛
は
貝
鞍
を
熱
る

君
を
愛
す
 
心
に
豊
に
忘
れ
ん
や

 
 
 
 
 
こ
こ
ろ

山
に
居
り
て
神
を
養
ふ
べ
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ん

軽
く
挙
が
り
て
千
齢
に
向
な
ん
と
し

 
 
 
な
 
ほ

高
風
 
猶
尚
想
ふ
べ
し

 
 
 
 
 
 
 
 
『
温
浴
文
正
司
馬
公
文
集
』
巻
四
)

 
 
 
 
 
 
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
『
資
治
通
鑑
』

 
 
 
司
馬
光
が
洛
陽
に
退
回
し
、
『
資
治
通
鑑
』
を

 
 
 
 
詩
の
題
に
見
え
る
「
見
山
台
」
と
は
、
司
馬

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
見
て
の
通
り
そ
の
名
は
、

 
 
 
に
由
来
す
る
。
司
馬
光
は
洛
陽
に
て
嵩
山
に
目

笠
間
書
院
、
二
〇
〇
七
年
。
該
当
の
箇
所
は
、
第
五
章
「
陶
週
明
の
故
居
」

陶
宅
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
増
野
弘
幸
「
陶
五
明
に
お
け
る
庭
の
表
現
に
つ

い
て
」
(
『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
三
五
、
二
〇
〇
二
年
)
、
同
「
陶
淵
明
に

お
け
る
家
の
意
味
に
つ
い
て
」
(
『
大
妻
国
文
』
三
六
、
二
〇
〇
五
年
)
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
乃
謄
衡
宇
、
載
欣
載
奔
、
億
僕
歓
迎
、
稚
子
候
門
。

(
4
)

(
5
)

(
6
)

(
7
)

(
8
)

(
9
)

三
径
就
荒
、
松
菊
猶
存
。
携
幼
入
室
、
有
酒
盈
鱒
。
引
壷
腹
立
自
酌
、
晒
庭

桐
以
恰
顔
。
筒
南
窓
以
比
毛
、
審
容
膝
之
易
安
。
(
中
略
)
雲
無
心
言
出
柚
、

鳥
倦
飛
而
知
還
。
景
窮
騎
以
将
入
、
撫
孤
松
而
盤
桓
。
」

「
東
籠
考
1
隔
籠
の
詩
想
1
」
(
『
日
本
中
国
学
会
創
立
五
十
年
記
念
論
文

集
』
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
)

該
当
す
る
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
此
詩
純
是
比
体
。
蓋
磁
歪
自
彰
沢
解
綬
、

真
如
失
群
之
鳥
、
飛
田
無
依
。
故
由
山
守
田
園
、
如
望
孤
松
而
懲
罰
、
託
身

不
相
違
也
。
」
(
『
東
山
草
堂
陶
詩
箋
』
巻
三
)
。
た
だ
し
「
詩
文
繋
年
」
で
は
、

「
飲
酒
詩
」
は
、
彰
沢
県
令
を
辞
す
る
前
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
丘
嘉
穂
の
文
章
は
、
『
陶
淵
明
研
究
資
料
彙
編
』
下
冊
(
古
典
文
学
研
究

資
料
彙
編
、
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
)
に
拠
っ
た
。

鈴
木
虎
雄
『
陶
淵
明
詩
解
』
(
弘
文
堂
、
一
九
四
八
年
)
、
二
七
三
頁
を
参
照
。

以
下
該
当
す
る
文
章
を
引
用
す
る
。
「
淵
明
の
家
は
柴
桑
の
村
の
中
で
も
南
面

の
は
つ
れ
と
見
え
た
り
、
(
中
略
)
『
帰
園
田
居
』
詩
の
中
に
も
開
荒
南
野
際

と
あ
り
、
又
た
野
外
牢
人
事
、
窮
巷
寡
輪
鞍
と
い
ふ
あ
り
、
い
つ
れ
も
村
は

つ
れ
の
閲
か
な
る
状
を
い
ふ
、
か
＼
る
村
端
に
て
あ
れ
ば
こ
そ
遠
人
の
村
も

眺
め
ら
れ
る
、
又
た
次
の
句
の
南
山
も
思
ふ
ま
＼
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」

北
宋
・
楽
史
誌
略
『
太
平
簑
宇
記
』
を
始
め
と
し
、
陶
言
明
薄
儀
を
盧
山
南

麓
の
楚
城
郷
柴
桑
山
、
星
子
県
栗
里
村
に
求
あ
る
説
が
あ
る
。

た
だ
し
、
近
年
、
石
川
忠
久
氏
を
始
め
、
「
見
南
山
」
で
は
な
く
「
望
南
山
」

の
解
釈
も
有
力
で
あ
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
(
『
二
野
明
と
そ
の
時
代
』
、

言
文
出
版
、
一
九
九
四
年
、
内
篇
第
四
章
・
第
二
節
「
見
南
山
」
と
「
望
南

山
」
)
が
、
小
論
で
は
「
見
」
字
と
「
望
」
字
の
い
ず
れ
が
是
で
あ
る
か
は
問

わ
な
い
。

古
直
は
『
陶
靖
節
詩
箋
』
(
広
文
書
局
、
一
九
七
四
年
)
附
録
「
陶
靖
節
年

譜
」
に
お
い
て
、
「
与
野
藍
碧
別
」
等
に
基
づ
き
、
南
村
を
柴
桑
県
城
に
近
い
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陶
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村
で
あ
る
と
す
る
(
義
煕
六
年
の
条
に
「
而
知
南
村
実
在
尋
陽
負
郭
」
と
あ

 
 
る
)
。

(
1
0
)
虚
血
立
氏
は
「
砂
粒
」
の
制
作
時
期
を
義
煕
七
年
と
見
な
す
。
こ
れ
は
「
与

 
 
股
康
安
別
」
を
義
煕
八
年
の
作
と
し
、
こ
れ
に
「
去
歳
家
南
里
」
と
あ
る
こ

 
 
と
を
承
け
る
。

(
1
1
)
襲
斌
氏
も
『
陶
画
明
集
校
箋
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
年
)
、
「
和
劉

 
 
柴
桑
」
の
箋
に
お
い
て
、
同
様
の
見
解
を
呈
し
て
い
る
。
該
当
す
る
原
文
は

 
 
以
下
の
通
り
。
「
西
鷹
決
非
嘲
罵
南
村
、
霧
以
為
西
慶
乃
旧
居
和
南
村
之
外
的

 
 
亦
一
居
所
。
淵
明
旧
宅
於
義
煕
四
年
澱
後
、
暫
居
門
前
水
浜
肪
舟
之
上
、
然

 
 
此
終
非
久
長
之
計
、
或
重
整
旧
宅
、
或
男
徒
他
所
、
此
理
所
必
然
者
也
。
」

(
1
2
)
『
資
治
通
鑑
』
巻
＝
五
、
晋
紀
三
七
・
安
帝
義
煕
六
年
を
参
照
。

(
1
3
)
上
田
武
氏
「
陶
淵
明
の
若
き
友
人
た
ち
一
そ
の
贈
答
詩
の
世
界
1
」
(
『
日
本

 
 
中
国
学
会
報
』
四
六
、
一
九
九
四
年
)
を
参
照
。

(
1
4
)
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
盧
循
、
憲
掠
諸
県
無
所
得
。
謂
徐
道
覆
日
、
師
老

 
 
 
。
不
如
還
尋
陽
、
併
力
取
荊
州
、
拠
天
下
一
二
分
之
二
、
徐
更
与
建
康
争
衡

 
 
耳
。
」

(
1
5
)
尋
陽
が
長
江
中
流
域
に
お
い
て
政
治
・
軍
事
上
重
要
な
都
市
で
あ
っ
た
こ
と

 
 
は
、
上
田
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
注
1
所
掲
書
、
 
一
二
九
～
一
三

 
 
〇
頁
を
参
照
)
。

(
1
6
)
『
礼
記
』
王
制
篇
の
「
五
十
に
し
て
始
め
て
衰
ふ
」
を
踏
ま
え
る
。

(
1
7
)
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
自
頃
戎
車
屡
駕
、
干
父
溢
境
。
江
州
以
一
隅
之
地
、

 
 
当
逆
順
之
衝
。
力
弱
民
慢
、
而
器
運
所
継
。
自
桓
玄
以
来
、
駆
歴
残
殿
、
至

 
 
乃
男
不
被
養
、
女
無
対
匹
、
逃
亡
去
就
、
不
避
幽
深
、
自
非
財
揮
力
端
、
無

 
 
以
至
此
。
」

(
1
8
)
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
見
樹
木
交
蔭
、
時
鳥
変
声
、
亦
復
歓
然
有
喜
。
常

 
 
言
、
五
六
月
中
、
北
窓
下
臥
、
遇
涼
風
暫
至
、
自
謂
是
義
皇
上
人
。
」

(
1
9
)

(
2
0
)

「
読
山
海
経
書
」
の
制
作
時
期
は
、
逮
欽
立
「
詩
文
繋
年
」
は
義
煕
四
年
以
前

の
作
と
見
な
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
前
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
た
め
従
わ

ず
、
最
終
的
な
成
立
は
、
劉
宋
の
永
初
元
年
か
ら
永
初
三
年
の
作
で
あ
る
と

見
な
す
。
拙
稿
「
陶
淵
明
『
読
山
海
経
』
詩
に
見
え
る
『
楚
辞
』
の
影
響
」

(『

圏
m
古
典
学
研
究
』
七
、
一
九
九
九
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

田
鼠
は
、
『
文
選
』
及
び
『
藝
文
類
聚
』
所
産
の
陶
詩
を
根
拠
と
す
る
。
田
氏

の
所
説
に
つ
い
て
は
、
『
塵
几
録
 
陶
淵
明
幸
手
抄
本
文
化
研
究
』
(
中
華
書

局
、
二
〇
〇
七
)
第
一
章
「
得
失
之
間
・
見
山
福
二
山
」
を
参
照
。
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